
☆海外渡航状況☆

◇第5部　田中　尚助教授は昭和33年11月10日より米国
アカデミー客員研究科学者として，ブラウン大学におい

て構造力学に関する研究に従事していたが，35年6．月20

日帰国した．

◇第2部　大島康次郎助教授は，日本学術会議より選出

されて，モスクワにおいて開催される国際自動制御連合

主催，第1回国際自動制御会議に出席，ならびに欧州各

国において自動制御研究上の諸問題について連絡協議の

ため，昭和35年6月22日よりソ連および欧州諸国へ出発

した．帰国は7月30日の予定．

◇本所所長　福田武雄教授は，日本学術会議より派遣さ

れてストックホルムにおいて開催される第6回国際橋梁
構造工学会議に出席ならびに欧州各国において橋梁構造

学研究上の諸問題について研究付議のため，昭和35年6

月24日スエーデン，西ドイツへ出発した．帰国は7月14

日の予定．

◇第4部
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☆人事異動寿
加藤正夫助教授は，教授に昇任した．（1960．

☆受 賞☆

◇第5部　田治見　宏研究員は，「耐震理論に関する基

礎的研究」により昭和34年度日本建築学会賞を受けた・
（1960．5．27）

☆観測ロケット実験予定pa

　ロクーンは，10月に青森でシグマ4型による観測実験

が計画され，その予備実験として，7月1日～4日の間
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に茨城県谷佃’区町館野の高層気象台構内を放球点として

行なわれる．この予備実験は，バルーンの材料と設計法

ならびにコマンド操法に関するテストで，ロケットは用

いない．コマンドは，テレメータによるバルーン切離し

でこの結果を見て，10月の実験に利用することが計画さ
れる．

　カッパ8型は，さきに2段ロケットのメインをダミー
として実施したので，今回は，その結果から正規の2段

式として実験が行なわれる．1号機は飛しょう実験に重

きがおかれ，2号機は，イオン密度観測機として予定す

る．飛しょう期間は，7月10日～23日の間で，以後日程

が順調に運ばれるときは，9月中・下旬の世界共同観測

週間に，カッパ6型・8型等で観測する予定である．

☆東京移転計画☆

◇　本所の研究活動の面から，また教育活動の面からも，

かねて東京地区への移転が教授総会で希望されていた

が，昭和34年3月旧ハーディバラックスへ移ることが
決定された．同所は港区麻布新竜土町にあり敷地約56，

2001n2，鉄筋コンクリート建物約31，574m2で，同建物

は物性研と併用される．

　このため所内には，東京移転委員会を設け，その下に

営繕，厚生・福祉，移転実施の各専門委員会を構成し，

それぞれ分担の実施案を検討しつつ，昭和35，36年度に

おいて移転を完了する準備を進めている。なお計画，実

施案など詳細は本誌11月号に発表する．

　移転後の本所の立場は産業界や各種研究会・学会の中

心に位するので，研究活動における従来以上の活発化や

大学院学生・各種研究生の教育活動にも一そうの発展を

期待している．
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